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1994年1月23日(日),於 愛 知 県 医 師会 館
ACTH非依存性両側副腎皮質大結節性過形成の1例:仲
野正博,多 田晃司,安田 満,楊 睦正,横 井繁明,福岡明
















山達也,鶴 信雄,伊達庸二,伊 原博行,石 川 晃,影 山慎
二,麦谷荘一,牛 山知己,大田原佳久,鈴 木和雄,藤 田公生















会),瀧 知弘,瀬 川昭夫(愛 知医大)66歳 女性,発 熱 ・
左背部痛が出現 し受診,体 温38.3度,左腹部に圧痛ある腫瘤
触知,左 背部 に殴打痛あ り.10年来糖尿病あ り.検査で
WBC,CRP,BUN,CRNの高値,血 尿 ・膿尿あ り,尿



























太,有 賀誠司,太 田信隆(焼 津市立総合)症 例は72歳,
女.平 成5年3月19日,自転車走行中,誤 って川へ転落.左
側腹部を打撲 し,左側腹部痛,肉 眼的血尿を主訴に受診 腹
部CTで 左腎裂傷,腎 周囲血腫 と診断され当科入院 血圧
98/60mmHg,脈拍66/min,左側腹部に皮下出血斑があ り
腫脹 し圧痛を認めた。肉眼的血尿,軽 度の貧血を認める以












宏,竹 内敏視,酒 井俊助(県 立岐阜)今 回,2,8-dihyd-














田佳樹,松浦 浩,山 下敦史,杉野雅志,奥野利幸,有 馬公
伸,柳 川 眞,杉 村芳樹,栃 木宏水,川 村寿一(三 重大)
当科で経験 した非外傷性腎被膜下血腫3例 を報告 した.症例
1は,女性で21歳右側腹部痛,29歳左側腹部痛にて異時性に
左右の腎被膜下血腫を発症 した.右腎被膜下血腫は約4カ 月








膣 転 移 に て発 見 され た腎 癌 の1例=小 川 和 彦,中 野 清 一,
曽 我倫 久 人,黒 松 功,木 瀬英 明,林 宣 男,有 馬公 伸,柳
川 真,杉 村 芳樹,栃 木 宏 水,川 村 寿 一(三 重 大)患 者 は
52歳女性.1993年8月21日不正 性 器 出血 を生 じ,近 医 に て膣
腫 瘍 を指 摘 され,当 院 婦 人 科 にて 腹 部 エ コー ・GT肺 断 層
撮 影 お よ び生 検 を施 行.左 腎細 胞 癌 とそ の膣 ・肝 ・肺 転 移 と
考 え られ,同 年9月8日 当 科 に入 院 理学 的所 見 お よび画 像
検 査 に て,左 腎 細 胞 癌 ・T4NOMl・stageIVと診 断 され た
が,膵 へ の直接 浸潤 も疑 わ れ,根 治 的左 腎摘 除 術 お よび動 脈
塞栓 術 は施 行 せ ず,イ ン ター フ ェ ロ ン療 法 を 開始 す る と同時
に,同 年9月30日 膣 転 移 巣 切 除術 を施 行.切 除 標 本 の組 織 学
的 診 断 は,metastaticrenalcellcarcinoma,alveolartype,
clearcellsubtype,G1>G2であ っ た.腎 細 胞 癌 膣 転 移 は き
わ め て稀 で あ り,調 べ え たか ぎ りで は,本 邦 で は これ が8例
目 と思 わ れ る.















多房性嚢胞状を呈 した腎細胞癌の1例:岡 本典子,森 川史
郎,青 田泰博,吉 田和彦,(国立名古屋)症 例は覗歳,男
性.主訴は左腎精査希望.既 往歴,家 族歴特記すべ きことな













の1例=池 内隆人,河合憲康,津 ケ谷正行,小 島由城経,本
間秀樹,佐 々木昌一,岡村武彦,上 田公介,郡 健二郎(名 古

































で きず,手 術 施 行 さ れ 術 中 病 理 組 織 診 を 行 っ た が,10W
grademalignancyの回 答 に よ り右 腎 全 摘 除術 を行 っ た.病 理
診 断 はang量oleiomyomaで腎被 膜 原 発 と考 え られ た.こ の腫
瘍 は 良 性 と考 え ら れ,腎leiomyomaやangiomyolipomaと
類似 は少 な く,自 験例 は 本邦 で2例 目 と考 え られ た.
盲端不完全重複尿管に合併 した尿管腫瘍の1例=高 田三














尿管エン ドメ トリオーシスの1例=多 和田俊保,渡 辺秀
輝,坂倉 毅(名 古屋市立城西)症 例は38歳,女性.主 訴
は右水腎症精査.1993年1月,当院産婦人科 を不妊にて受
診.エ ンドメトリオーシスの治療中に糖尿病を指摘され,内














上田公介,郡 健二郎(名 古屋市大)症 例は91歳男性,主 訴
は排尿困難IVUに て左水腎症,膀 胱左側1/3のshadow











腎孟外播種をきた した膀胱癌の1例:加 藤裕二,鈴 木明彦
(新城市民),永江浩史,鈴 木和雄,藤 田公生(浜松医大)
症例は76歳男性.主 訴は右側腹部痛,エ コー.CTに て右
水腎症,腎 孟尿管移行部付近より尿の溢流,ウ リノーマを認
め,膀 胱鏡で右尿管口付近に最大径5cmの非乳頭状広基性












尿 膜 管腫 瘍 の1例=橋 本 純 一,寛 英 雄,坂 田孝 雄(市 立
四 日市)症 例 は67歳の 男性 で,1993年3月3日,肉 眼 的血
尿 出現,3月8日 当 科 受 診.膀 胱 鏡 検 査 に て膀 胱 頂 部 に 腫瘍
が認 め られ,3月17日,精 査 目的 に入 院 とな った.入 院 時現
症 で は,特 に異 常 を認 め ず,入 院時 検 査 成績 で,血 液 一 般,
血 液 生 化 学 に異 常 を認 めず,尿 検 査 で 潜 血(+),尿 細 胞 診
はclassIIIであ った.骨 盤 部CT,MRIで,膀 胱 頂 部 に腫
瘤 を 認 め た.biopsyの結 果,高 分 化 型 腺 癌 で,消 化 管 に異
常 は な く,頂 部 に腫 瘍 が あ る こ と よ り尿 膜 管腫 瘍 が 強 く疑 わ
れ,3月29日,enblocsegmentalresectionを施 行,病 理 組
織 で腫 瘍 化 した尿 膜 管 の 遺残 とその 周 囲 に低 分化 型 腺 癌 を認
め た,術 後,FAM(5-FU,ADR,MMC)療 法 を施 行,外
来 にて 経 過 観 察 中で あ る.治 療 法 につ いて は 議論 の多 い と こ
ろ で はあ る が,集 学 的 治 療 法 も含 め 今 後 の 検 討 が 必 要 で あ
る.





歳,女 性.主 訴は間激的混濁尿.膀 胱頂部にcysticmassを
認め,内視鏡下に壁の一部を切除すると中より粘液の流出が
あり,内腔が広がっていた,こ の時点で尿膜管膀胱憩室と考








精巣転移をきた した前立腺癌の1例:永 井 司,兼 松 稔
80 泌尿紀要42巻1号1996年



















前立腺癌(stageC)の診断にて,ホ ンバ ン 膀胱前立腺全
摘 ・精巣摘除術施行 し,その後外来にて,エ ストラサイト
UFT投与 し経過を見ていたが,61歳時局所再発あり,CT
骨シンチにても転移確認 した.入院時,両側乳房がかなり腫






















成人後腹膜奇型腫の1例:原 田吉将,篠 田育男,鄭 漢彬




認 め ず.腹 部USで は腫 瘤 内 部 はhypoechoic,腹部CTscan
で は 大 き さ15×13×9cmで,内 部densityはほ ば 脂 肪 と同
等(CT値 一130HU).MRI,T】強調 画 像 に て腫 瘍 は腎,膵
尾部,副 腎 を圧 排 して い た.エ コー ガ イ ド下 穿 刺 にて 黄 白色
乳 び様 の 内 容 液 が え られ,細 胞 診 で はclassIであ っ た.以
上 よ り左 後 腹 膜 原発 の奇 形 腫 と診 断 し10月16日,全麻 下 に 経
腹 膜 的 に腫 瘍 のみ を完 全 摘 出 した,腫 瘍 は 大 き さ161×155
×78mmで 重 量1,680g,肉眼 的 に黄 色 の ラー ド状 内 容 液 お
よび 毛髪 が 透 見 で きた.病 理 診 断 は3杯 葉 成 分 を認 め る成 熟
奇 形 腫 で あ った.成 人 の 後腹 膜 奇形 腫 の 本 邦 報 告 例122例を
集計 し文 献 的 考 察 を行 った,














る.現在,プ レドニ ン5mg/Dで維持 しているが近 く休薬
予定である.
ステロイドが著効を示した後腹膜線維症 と思われる1例:
近藤隆夫,松浦 治,竹 内宣久,上平 修,栗 木 修,橋本
好正,大 島伸一(社 保中京)プ レドニンと柴苓湯の併用療
法が著功を示した後腹膜線維症と思われる症例を経験した.
患者は54歳男性.平 成5年9月1日 頃よりしだいに尿量が減












治療 成 積:岡 村 菊夫,高 土 宗 久,山 田幸 隆,辻 克和,日 比
初 紀,松 田知 巳,大 村 政 治,三 嶋 敦,下 地 敏雄,三 宅 弘 治
(名古屋 大),高 木康 治,鈴 木 靖 夫(県 立 多 治 見)1988年 か
ら1993年まで に治 療 したpoorrisk症例 は9例,2例 は縦 隔
に発 生 し たeXtragOnadalgermCelltUmOrであ った.最 終 結
果 は,4例 にNEDで え られ,4例 が 癌死,1例 が 現 在 治 療
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中 で あ る.縦 隔 腫 瘍 の2例 は,い つ れ も1コ ー ス 中 に化 学療
法 死 し た.doseintensityの算 出 は,Hryniukらの 方 法 に
従 っ た.当 院 で 行 わ れ たfront-line化学 療 法 の 平 均dose
intensityは99.6%であ り,'second-line化学 療 法 のdosein-
tensityは82.9%かあ っ た、RPLNDな ど に よ り組 織 診 を え
る前 の 画 像 診 断 で は,PRが6例,NCが1例 で あ った.摘
出標 本 の 組 織 がnecrosisであ っ た6例 中,3例 がNED,
1例がAWD,2例 が 癌 死 で あ った.治 療 抵 抗 性 の 判 断 は,
半 減 期=期 間 ×ln2/{ln(前値)-ln(現値)1の 公 式 か ら求 め
るの が よい.第1コ ース 目で は,治 療 抵 抗性 の判 断 はで きな
い.AFPの 半 減 期 が8日 以 上 の 場 合 は,抵 抗 性 と判 断 しな
けれ ば な らな い.
陰嚢内平滑筋肉腫の1例=尾 関茂彦,武 田明久(高 山赤十











た.術後,腹 部超音波検査,腹 部CT検 査,上 部消化管造




陰嚢内平滑筋肉腫の1例=窪 田裕輔,篠 田正幸,丸 山高
広,桑 原勝孝,佐 々木ひと美,永 裕彰,青木圭司,阿久津











DIC療法を2クール施行 した.現 在,転 位再発などは認め
ていない.
膀胱 自然破裂の1例:平 野恭弘,北 川元明(藤 枝市立総
合),鈴木和雄,藤 田公生(浜 松医大)症 例は73歳男性.
主訴は下腹部痛,排尿困難.1993年8月29日夕方より相当量












巨大 膀 胱結 石 の1例=山 田 泰 之,和 志 田裕 人,粟 田成 毅,
姜 瑛 鍋,河 合 憲 康(安 城 更 生),戸 澤 啓 一(名 古 屋 市 大)
症 例 は56歳の男 性.既 往 歴 に特 記 す べ きこ と な し.主 訴 は排
尿 障害 と下腹 部 痛 で1990年よ り残 尿 感,頻 尿 を認 め て い たが
放 置,1993年8月7日 当 科 を初 診 した.血 液 検 査 異常 な し,
尿検 査:pH6.5,E.ceti,E.faecati∫を認 め た.IVU,エ コ ー
で上 部 尿 路 に異 常 な く,膀 胱 部 に8cm大 の 結 石 を認 め た,
RCUGで は下 部 尿 路 閉 塞 性 疾 患 を疑 わ せ る 所 見 を認 め な
か っ た.巨 大 膀 胱 結 石 の 診 断 で9月14日,膀 胱 高 位 切 開 で
230gの結 石 と憩 室 内 の結 石 は15個(40g)を摘 出,膀 胱 生 検
も した.結 石 は リン酸 マ グ ネ シ ウ ム ア ンモ ニ ウム が 多 く,リ
ン酸 カ ル シウ ム,炭 酸 カル シ ウ ム,シ ュウ酸 カル シ ウム も含
ん で い た.生 検 で は扁 平 上皮 化 生 を認 め た。 結 石 割 面 か ら異
物 が原 因 と思 わ れ た.
放射線照射による膀胱腸膣痩の1例=安 積秀和,石 黒良













討:後 藤百万,吉川羊子(碧 南市民),加藤範夫,小 野佳成
(小牧市民),絹川常郎(市 立岡崎),佐橋正文(静 岡済生
会),松浦 治,大 島伸一(社 保中京),近藤厚生,三宅弘治
(名古屋大)前 立腺癌に対し根治的前立腺摘出術を行った
27例での下部尿路機能を検討 した.失 禁な し15例,軽度
(パッ ドなし)6例,中 等度(パ ッ ドあ り)2例,高 度4
例で,78%に良好な尿禁制がえられた.失禁なしと軽度(1
群)と 中等度と高度(2群)で 成績 を比較 した.膀胱無抑制
収縮は1群 中29%,2群中83%にみられ,CMG上 の最大膀
























佐々木ひと美,永 裕彰,丸 山高広,桑 原勝孝,阿 久津精,









に再手術が施行 された,現 在,膀 胱容量 は20mlで,膀胱
尿管逆流現象は認めていない.
一期的尿道下裂形成後の合併症 に対する再手術症例の検
討:林裕太郎,佐 々木昌一,津 ケ谷正行,郡健二郎(名 古屋






した.平成5年9月 以来,こ のような合併症を有する7例 に
対 し再手術 を施行 した.2例 はDevine-Horton法に準 じて
freegraftを作成 し,成功 した.3例 はOUPFIV法を施行
し2例で成功 したが,1例 は外尿道口が冠状溝 まで後退 し
た,残 る2例に対 しては痩孔閉鎖術のみを施行 し閉鎖 しえ
た.以上,合併症の状態,陰 茎皮膚の余裕に応 じた術式を採
用するこにより,7例 中6例で再手術に成功 した.
外傷性陰茎持続勃起症の1例:河 合徹也,加 藤 誠,井 上














再発例 を含む陰茎折症の4例:加 藤久美子,佐 井紹徳,河
合 隆,村 瀬達良(名 古屋第一赤十字),鈴木弘一(一 宮市
民),山本雅憲(名 古屋大)83年 以降4例 の陰茎折症を経











の菲簿化,こ の部を縫合.習 慣的陰茎操作に起因 した症例
と,陰茎折症手術後14年目に再発した症例は興味深いもので
あった.
